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教育における最後の砦は企業にあ り
鍋 島 一博
「教育の源泉は家庭 にあ り,最 後の砦は企業で
ある。」 と私は長 く信 じて来た。家庭の中で幼子
は言葉 を覚え初期の人間関係 を知 る。親の庇護
を離れ,保 育園,小 中学校,高 校,大 学 と進み,
多 くの教育 を受ける。その間塾へ も足繁 く通い
勉強 し続 ける。最高学府 を卒業 し晴れて就職 を
する。企業で待 ち受ける初めての教育は,挨 拶 ・
返事,お 辞儀の仕方,敬 語の使 い方等である。
教育 とい うよ り訓練 と言 った方が 良いかも知れ
ない。企業 は,二 十歳 を過 ぎた青年 に 「ハ イ」
とい う返事か ら教えるのである。人間が この世
に生 まれて成人す るまで,挨 拶 ・返事 を教わる
機会が なかった とは言えまい。それで も,お は
ようございます と言 った基本 的な挨拶や返事 さ
えマ トモに出来ない新人が多 く,企 業は仕方 な
く金 をかけて再教育す るのである。この企業 内
教育 をす り抜 けて しまった者は,成 長する機会
を失 う。教育の最後の砦が企業 にあるという所
以である。 しか し,近 年,社 会構造が変化 し,
この最後の砦が崩れ始めている。企業は新人 を
育てる余力がなくなって来た。
右肩上が りの経済成長は幻想 となり,企 業に
おける終身雇用や年功序列 も急激 に崩壊 しつつ
ある。新人 を企業 の色 に染 まるよう一か ら育て
上げ,企 業 に対する忠誠心 を確 固たる ものにす
ることによって日本的雇用関係 を築いて来た構
造は,持 続できなくなって しまった。終身雇用 ・
年功序列 に寄 りかか り,会 社 にぶ らさが り,基
本ができない,仕 事がで きない,と いった高 コ
ス トの人間は人員整理の対象 となる。給料分 を
稼 ぐだけの人間は必要 とせず,会 社 に多大の利
益 を挙 げられる人間だけが価値 ある人間である
との評価 を得 る。企業 は自らを救 うために高 コ
ス トの人間 を切 り,低 コス トであ りなが ら仕事
がで きる派遣社員やパー トを増 や している。 し
か も,内 部 にあっては報酬体系 を実力 ・評価 に
見合 った ものに変えようとする動 きが大企業 を
中心 に盛 んである。一・方の中小企業は,元 々十
分な報酬 など出せない。優秀 とされる学校 を出
て大企業 に就職 し人生安泰だ と思えた 日本社会
は,戦 後数十年 を経て ようや く夢か ら覚めたと
言えよう。多 くの会社人間が終身勤め られると
踏んでいた居場所がな くな り,望 むと望 まざる
に関わ りな く外の社会に放 り出 されることにな
ったのである。実力主義でキ ャリアを積みなが
ら成長 し報酬 も上がってい くとい う理想の杜会
か ら,現 実 は程遠い。 日本的経営の名残が負の
遺産 とな り人材の流動化 も十分ではない。実力
とは何か という捉 え方 もできないでいる。現実
に一度職 を失 えば過去 の報酬は約束 され ない。
年齢が高ければ高いほ ど深刻である。それで も
終身雇用や年功序列が罷 り通っている職業集団
が未 だにあ り,社 会 に歪 みをもた らしている。
いずれ近い将来,こ の集団 も変 わらざるを得な
いだろう。
厳 しい実力社会の中で生 き抜 き,よ り良い人
生 を送るためには師が必要である。導 く師が存
在 してこそ自らの行 く道 を望 むことがで きる。
二十歳の時,小 池教授の研究室を叩いたことが,
私 にとって人生の扉 を数 ミリ開いたことになっ
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第23号 神奈川大学心理 ・教育研究論集
た。 これは大 きな一歩だった。己を導 く師を持
てることは幸せである。教養課程の教育心理学
教室が面白 く,小 池榮一教授 のゼ ミを選 んだ こ
とが,結 果的に私の人生 を成功 に導いた。人生
の成功は他人の評価ではな く自らどう思 うかで
ある。半世紀に及ぶ私の人生が より良い方向に
導かれて行 った最大の原因は,小 池先生 との蓬
遁ではないだろうか。小池先生 と初めてお会 い
した時,先 生は私 の言葉遣いについて諭 された。
「父母のことを,他 人に対 してお父さんお母 さん
と言 うようではダメだ。」二十歳にもなる人間が
敬語の使い方 さえ分か らないでは,何 をか言 わ
んやである。ゼ ミに入 ると,先 生か らの薫陶 は
絶大であ った。合宿で一人一役 を言 い渡 され,
皆それぞれ頑張った。企業 に入 れば当た り前の
ことを,学 生時代 は大変だ と思 っていた。合宿
の打 ち上げでは一人ひと り馬鹿 をする。先生が
言 うには,「 バカの出来ない人間はものにな らな
い」 とい うことだった。十九,二 十歳は格好 を
つけたが る世代である。私 も例外ではなかった。
格好 良 く振 る舞 ったつ もりで も,実 は格好悪 い
とい う具合だったと思 う。先生の言葉 によって
己の虚飾 を捨て去 ることがで きた。
小池先生か らの指導は,挨 拶 ・返事 ・靴揃 え
(後片づけ),Doingの 精神,三 ム(ム リ ・ムラ ・
ムダ)の 排除 その他数 え切れないほ どの事柄
に及んだ。 これ らの教 えは企業 に勤 めて以来,
様 々な場所 で考え方の基本 となった。人生 にと
って大切 なことは何 か?自 分の生 き方 はこれで
良いのか?人 間は自問 自答 しなが ら生 きている。
会社 に入 っても,こ の仕事 は自分が したい仕事
なのか,や り甲斐 はあるのか,と 思い迷 って し
まう。将来の ことを聞かれて もどうしたいのか
分か らず仕舞いである。迷いなが ら小池先生 に
お会いすると,仕 事 に打 ち込 みなさい,出 世を
目指すので なく気が付 いた ら他人が担いでいる
人間にな りなさい,と 励 まされた。人か ら自然
に持 ち上 げられる人間になるには どうした ら良
いのか と思っていた矢先,社 内勉強会の面倒 を
見 る機会があった。彼 らと学習 しているうちに,
人 を指導 してい くことの楽 しさと育 った時の喜
びを感 じた。企業内教育の重要性 を実感 した瞬
間だった。教師になれ なか った自分で も人に影
響 を与 えられる人間になれるのだ,と いう思い
だった。小池先生 にこのことを話す と,教 師に
なれなかったのではな く,教 師 にならなかった
と言 いな さい,君 は立派に企業内教育を成 し遂
げているのだから,と 言われた。先生の この言
葉 は,私 の人生 にとって重い一言 だった。学校




けない。 目標があるか らこそ良い仕事 を成 し遂
げ ようとする。 そこに企業 の存在価値があ る。
社員 にも自己実現 とい う目標があ り,仕 事 を通
してそれに近づ くことがで きれば理想的である。
しか し,昨 今は両者を一致 させ ることが難 しく
なってきた。企業は社員の成長 に責任 を持たず,
自己責任原則 を要求 してい る。教育の限界は,
どれだけ環境 を整えて も,本 人の自覚,意 欲,
やる気,実 践が なければ どうに もならない とい
うことである。ただ,外 部か ら刺激 を与 えるこ
とはで きる。 しか も,導 く優れた師がいて こそ
伸 びる芽が育つのだ。すべて自己責任では才能
も埋 もれて しまう。三十年にわたる小池先生の
薫 陶により,私 は自らの才能 に目覚め,少 しず
つ伸 ばして来 られたと確信する。"企業は人な り"
と言われる。企業経営者 としての私は,後 進の
指導 に力 を尽 くし,未 来永劫続 く企業 を支 える
人 間,小 池先生 の教 えが脈々 と流れ受け継がれ
てい く人間を,一 人で も多 く育 ててい きたい と
決意 している。
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